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中央図書館 日誌抄

●町勺戎:9年6月2日 一13口

通 信教育部 図書館実習4名

■平成9年6月9口

大阪教育大学 小林 卓氏 来館

稀翻書 見学 のため

●平成9年6月 ユ8H-20日

通 信教育部 図書館集習4名

■平成9年6月2呂 旧

絵 画(文 芸学部 玉置II三敏 教授 作品)設 揖

●平成9年7月5日

インターホ ン設潰qO号 館1階)

■半成9年7月7日 一18Li

通信 教育部 図 書館実習2名

●平 成9年7月13EI

日曜 開館

o平 成9年8月25目 一9月5日

通信教育部 図書館実習3名

●平成9年10月6日
rll国 揚 州大学 よll校 長他4名 来館

●'F成9年10月1611

トンガ王国労働通商礒業観光大 臣来館

本学 λ学希望学生引率のため

■平成9年 ユo月2工 目

財団法 人私 立大学退職 金財団

館 内見学の ため

■・ド成9年 ユo月23日

文 都省私学委員 商経学部視察 に係 る

1割1+譲官亭見察

■」H己成9年 ユユ月 ユo」]-21u

通fi倣 育 部 図 菖館実習4名

■'1{1戊9年11月 ユli1

滋 賀県AKIND委 員 会事務局 よ り2名 来館

島本文嘩閲覧のため

■,i`鬼鷺9年 ユ2月 ユII-12卜1

逓 信教育部 図,頻 官実習4名

■覧:{垣之9年12月6「1

瀦:陽薬科大学 よIl4名 来 館

館内見学のため

●篭1`成9年12月1611

1興煙 休憩室竣_L二1図 互1瓢官5階)

■'ド成10年 ユ月 ユ211

申之 高公 会堂オブジェ{文 芸学部 山崎 泰

孝教手受f乍品、建築学科建築育突言十研究名{製ず乍

協力)設 置

■平成IO年1月15、252月8、1ユ 、15日
休 日開茸官

編集後記

昭和60年 に創刊 された中央図書館≡報 「香

散見草」は、皆様 方のご支援の もと、お蔭

さまで第28号 の発行のはこびとな りました。

「香散見草」の編集は、当初、各課館員

で構成する委員会のもとで行われていまし

たが、その委員会の相談役と して長 らくご

助 言をいただ き、 また館蔵稀襯書展の運用

面で もご指導いただきました河合忠信先生

が、本年三月付で退職 されるこ とにな りま

した。先生は今後 も、関西地区の大学図書

館員を中心に構成 す るく西洋古 典籍研究

会〉の顧問として引 き続 き後進の指導 にあ

たられます。 また、長年にわた り、主とし

て図書館の閲覧部 門を担当されま した廣田

皆子 さん も同 じく三月末 日をもって退職 さ

れます。この間、開架閲覧室の運用や書庫

管理面などで何か と活躍 され、職場の後輩

たちをよくご指導 くだ さいま したロ どうか

お二方 にはこれか らも健康にご留意 いただ

き、ますますのご活躍を願 ってお ります。

本当にあ りが とうござい ました。館員一同

厚 くお礼申しあげます。

なお、「香散見草」のこれか らの歩みを見

守 っていただ き、変わ りないご支援 ご協力

をお願いいたします。

さて、今号 も 「香散見草」の発行のため

にご多用の中、協力 して ください ました執

筆者各位にあ らためてお礼申しあげます、

中央図書館 も第一次改装計 画に よって閲

覧室増設等の工事 を終え、また、試験期間

中の休 日開館 を実'施するようにな り、利用

者も多 くなってまいりました。これからも、

蝕員一同利用 しやすい図書館 を目指 して頑

張 りますので、皆様 も中央図書館を今 まで

以上に有意義 にご利用 くださいます ようお

願い申しあげます。

次号へのご投稿 を心 よりお待ち しており

ます。

[訂 正]

麗
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一 週 刊 誌(2p右24行 目)
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本学関係者著作寄贈図書

中央図書館では蔵書の充実をはかるために、教職員に著作物刊行の節には一部ご寄贈 くださるよ

うお願いいたしてお ります,

今回は、多くの図書をご寄贈いただきあ りが とうございました。貴重な資料 として広 く教育 ・研

究に活用 させていただきたいと存 じます。

なお、今後 ともよろしくお願い申しあげます。

◇寄贈図書◇

●児玉慎三(理 工学部)

「システム制御のためにマ トリクス理論」児玉慎三 ・須田信英著 計測自動制御学会1981

 [Recent advances in mathematical theory of systems, control, networks and signal processing I , II ] 

Hidenori Kimura, Shinzo Kodama Mita Press 1992 

[Compartment analysis. medical applications and theoretical background] Fumihiko Kajiya, Shinzo 

Kodama, and Hiroshi Abe -- Corona Press 1984

●落合芳博(理 工学部)

「境界要素法による熱応力解析」関谷壮 ・落合芳博 ・石田良平著 森北出版1992

●石原 士(附 属高等学校〉

「大津絵入門」石原芦堂著(本 名 石原 士)MPCl997

●松尾重樹(教 養部)

「朝日選書570ス キャンダルの科学史」松尾重樹 ・中島秀人他著 朝日新聞社1997

●篠原 紀 ほ里工学部)

「土木選書 衛生工学」川島 普 ・篠原 紀 ・西川泰治著 明現社ig85

●佐 々木玲 一1理1二 学部 〉

「テ レビジ ョン テ レビジョン学 会参 考書 シリーズ①」 佐 々木玲 一 ・宮崎栄一共 著

テ レビジ ョン学 会編 コロナ社1989

●西田俊夫(理 工学部}

「自然科学概論」西田俊夫二著 新東洋出版社 【993

「物理学概論」西田俊夫著 新東洋出版社1982

「物理学概論」西田俊夫著 新東洋出版社1991(再 版)

「量子力学 と演習」西田俊夫著 槙書店1976

「物理学」 」二巻 ・下巻 改訂版 棋田俊夫著 新東洋出版社1983



●吉原道正(吉 原正邦(理 工学部)の 尊父)

「江戸時代火災治安史」吉原道正著1960

「江戸叢書二巻 江戸時代興行物史 ・美術史」吉原道正著1984

●李元植(文 芸学部)

「朝鮮通信史の研究」李元植著 思文閣出版1997

●後藤明生(文 芸学部)

「しんとく問答」後藤明生著 講談社1995

カラーブ ックス515」 久保道徳 ・福 田真三 ・勝城忠 久共著 保

1988

●久保道徳(薬 学部)

「漢方の臨床薬学」久保道徳著 カイガイ出版1978

「薬草入門 栽培 ・加工と用い方

育社1991

「薬になる植物 カラーブックス238」難波恒雄 ・久保道徳著 保育社1990

「冬中夏草 秘密 とそのパワー」久保道徳 保育社1996

「改訂版 カルシウム健康法 発酵L型 乳酸カルシウムのすすめ」久保道徳著 評伝社

「改訂版 アレルギーに効 く漢方」久保道徳著 世界文化社1990

「漢方薬医学双書第1巻 排泄の医学と漢方」久保道徳著 三一書房1984

「漢方薬医学双書第2巻 慢性病と漢方」久保道徳著 三一書房1984

「漢方薬医学双書第3巻 アレルギーと漢方」久保道徳著 三一書房1984

「漢方薬医学双書第4巻 成人病と漢方」久保道徳著 三一一書房1984

「漢方薬医学双書第5巻 自律神経失調症と漢方」久保道徳著 三一書房1985

「漢方薬医学双書第別巻2薬 用人参」久保道徳著 三一書房1986

「和漢薬ハ ンドブック」久保道徳 ・難忠人共著 廣川書店1983

「漢方家庭医学百科」久保道徳 ・高橋義夫著 評伝社1986

「ア トピー性皮膚炎の薬物療法」久保道徳著 薬事日報社1997

●西川泰治(名 誉教授)

「西川泰治教授退職記念論文集」全3巻 西川泰治著1997

●西尾秀生(文 芸学部)

「宗教 と救済」11」口恵照 ・西尾秀生 ・北川清共著 ㈱ ナカニシヤ出版1997

●鳴岩宗三(文 芸学部)

「幕末 日本 とフランス外交」鳴岩宗三著 創元社1997

(1997.11.18現 在)
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図 書 館 ニ ュ ー ス

皆 さんにはご迷惑をおかけいたしましたが、このたび図書館の改装工事が完了しました。

新 しくなった図書館をご案内したいと思います。

(主な変 更点)

① 旧文芸学部 校舎(10号 館)の3～5階 が図書 閲覧室 として利用 で きる ようにな りま した。

② 新 しい閲覧机(照 明灯 つ き個人机)を512席 入れ ま した。

③3階 の貸出 カウンターが、入館 ゲー トを入 った ところ に移動 しま した。

④5階 に学生 が グループで閲覧、学習 で きる グルー プ閲覧室 と喫煙 休憩室 を設 けま した。

⑤6階 にある雑誌 の うち、軽 い読 み物 的な雑誌 をBR(ブ ラウジ ング)雑 誌 コーナー と し

て3階 閲覧室 に配架 しました。雑誌 閲覧室 は広 くしました。

⑥ 「日経 テ レコン21」 な どホームページが見 れる端 末機 を3階 に設置 しま した。

⑦車 イス使 用の身障者学生 が図書館 各階に止 まれる よう、10号 館 エ レベー ター にイ ンター

ホー ンをつ け ました。

6階(雑 誌閲覧室)
※6階 へはエレベーターを使 って ください。

(5階 閲覧室か らの階段 はあ りません。)



κノ55で検索する場合は

入力する画面をよく見てください。

※4階・5階閲覧室へは3階閲覧室の階段を使ってください。

(エレベーターで4階・5階閲覧室には行けません。)

※6階へはエレベーターを使って下さい。

(5階閲覧室からの階段はありません。)

5階

大型本は講求記署の前

に隔P'がついています。
4階

カ
ー
ド
目
録

洋
書

書
名

3階

他の図書館から

本を惜りたい時や、

文献複写などは

こちらまで。



近畿大学中央図書館 昏散 見草28号

1998年3月 発守」〒

編集 ・発行 近畿大学中央図書館

〒577-8502東 大 阪市小若江3丁 目4番1号

TEL(06)721-2332


